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か
ま
ど
跡
に
生
活
文
化
の
息
吹

| 「
大
谷
口
遺
跡
」現
地
説
明
会
|

　
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
大
谷
口
遺
跡
（
八
木
町
諸

畑
）
の
現
地
説
明
会
が
９
月
19
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
府
営
経
営
体
育
成
基
盤

整
備
（
ほ
場
整
備
）
事
業
に
伴
う
今
回

の
調
査
で
は
、
古
墳
時
代
中
期
の
竪
穴

式
住
居
跡
か
ら
造
り
付
け
の
か
ま
ど
が

出
土
。
近
く
の
諸
畑
遺
跡
や
室
橋
遺
跡

で
も
同
種
の
か
ま
ど
が
出
土
し
て
お

り
、
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た
と
考
え

ら
れ
る
先
進
技
術
が
５
世
紀
前
半
に
一

帯
に
導
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
説
明
会
に
訪
れ
た
周

辺
住
民
や
考
古
学
フ
ァ
ン
は
、
い
に
し
え

の
文
化
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

▲戦没者を追悼し、参列者一人一人が献花

▲追悼の辞を述べる清水隆遺族会会長

行
政

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics
64
年
の
歳
月
を
越
え
て
し
の
ぶ

尊
い
犠
牲
と
、
平
和
へ
の
祈
り

| 

南
丹
市
戦
没
者
追
悼
式
|

　
10
月
15
日
、
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ひ
よ
し

体
育
館
に
お
い
て
遺
族
ら
３
８
０
人
が

参
列
の
下
、
「
平
成
21
年
度
南
丹
市
戦

没
者
追
悼
式
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
先
の
大
戦
の
戦
禍
に
よ
っ
て
尊
い
命

を
犠
牲
に
さ
れ
た
南
丹
市
出
身
の
英
霊

１
，
８
８
６
柱
に
対
し
て
、
黙
と
う
。

佐
々
木
市
長
に
よ
る
式
辞
の
後
、
来
賓

の
方
々
に
よ
る
追
悼
の
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
南
丹
市
遺
族
会
を
代
表
し
て
、
清
水

隆
会
長
が
「
終
戦
か
ら
64
年
の
歳
月
が

流
れ
た
今
で
も
、
最
愛
の
家
族
を
失
っ

た
悲
し
み
は
深
く
、
言
葉
で
言
い
表
せ

る
も
の
で
は
な
い
。
戦
争
の
悲
惨
さ

と
、
そ
こ
に
多
く
の
尊
い
犠
牲
が
あ
っ

た
こ
と
を
次
の
世
代
に
語
り
継
ぎ
、
恒

久
平
和
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
誓

う
」
と
、
戦
没
者
に
追
悼
の
誠
を
さ
さ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
参
列
者
全
員
が
一
人
一
人

戦
没
者
を
し
の
び
つ
つ
献
花
を
行
い
、

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
の
た

め
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

▲理事者と優良施工者（中央の３者）で記念撮影

他
の
模
範
と
な
る
工
事
た
た
え

施
工
能
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る

| 

南
丹
市
優
良
建
設
工
事
表
彰 

|

　
市
が
発
注
し
た
建
設
工
事
の
う
ち
、

平
成
20
年
度
に
し
ゅ
ん
工
し
、
他
の
模

範
と
な
る
優
れ
た
工
事
を
施
工
し
た
優

良
施
工
者
に
対
し
、
９
月
17
日
に
南
丹

市
か
ら
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。
工

事
成
績
評
定
点
が
表
彰
基
準
を
満
た

し
、
他
の
模
範
と
な
る
優
れ
た
工
事
を

施
工
し
た
の
は
、
株
式
会
社
大
建
、
南

丹
開
発
経
常
建
設
共
同
企
業
体
（
代
表

者
有
限
会
社
坂
本
組
）、
株
式
会
社
水
口

建
設
の
３
業
者
。
そ
れ
ぞ
れ
市
道
の
改

良
工
事
や
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け

る
宅
地
整
地
を
、
苦
情
・
ト
ラ
ブ
ル
な

く
、
良
質
に
施
工
さ
れ
ま
し
た
。

▲調査員によるかまど跡の説明に聞き入る参加者

14

地
元
の
道
を
み
ん
な
で
美
し
く

　
| 「
殿
谷
さ
わ
や
か
ロ
ー
ド
」

　
国
土
交
通
大
臣
表
彰
受
賞
|

　
園
部
町
殿
谷
の
地
元
住
民
42
人
で
組

織
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
殿
谷
さ

わ
や
か
ロ
ー
ド
」
が
、
８
月
の
「
道
路

ふ
れ
あ
い
月
間
」
に
お
け
る
国
土
交
通

大
臣
表
彰
を
受
賞
。
同
団
体
は
平
成
16

年
に
結
成
以
来
、
地
域
を
通
る
国
道

４
７
７
号
や
市
道
、
歩
道
の
ご
み
拾
い
、

草
刈
り
、
花
壇
の
整
備
な
ど
に
努
め
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
９
月
２
日
、
奥
村
政

治
代
表
ら
３
人
が
受
賞
報
告
に
南
丹
市

長
室
を
訪
問
。
「
美
化
作
業
を
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
ポ
イ
捨
て
が
減
っ

た
」
と
美
化
意
識
の
高
揚
に
つ
な
が
っ

た
活
動
の
効
果
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
の
町
を
良
く
す
る
仕
組
み

そ
の
温
か
さ
、わ
が
町
の
た
め

 

| 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動 

|

　
今
年
で
63
回
目
と
な
る
「
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
」
が
、
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
南
丹
市
で
も
10
月
１
日
に

市
内
８
カ
所
で
街
頭
啓
発
を
実
施
。
集

ま
っ
た
寄
付
金
の
約
70
％
が
、
次
年
度

に
京
都
府
共
同
募
金
会
か
ら
各
市
町
村

に
分
配
さ
れ
ま
す
。
南
丹
市
共
同
募
金

会
で
は
、
こ
の
寄
付
金
を
子
ど
も
の
健

全
育
成
や
児
童
・
生
徒
の
福
祉
教
育
活

動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援
、

福
祉
団
体
へ
の
活
動
支
援
、
災
害
の
準

備
金
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

市
民
協
働
で
に
ぎ
わ
い
を
創
出

ま
ち
の
活
性
化
は
住
民
の
願
い

 

| 

に
ぎ
わ
い
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
園
部

　  

　
　
　
　
　
　
　
　
設
立
総
会 

|

　
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
連
携
し
て
、

園
部
の
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
を
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る「
に
ぎ
わ
い
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
園
部
」
が
、
10
月
５
日
に
設
立

総
会
を
開
催
。
今
年
１
月
に
地
元
住
民

団
体
、
南
丹
市
商
工
会
、
南
丹
市
で
設

立
準
備
会
を
発
足
以
来
、
組
織
化
に
向

け
て
検
討
。
今
後
は
高
橋
一
宏
氏
を
代

表
に
、
総
合
的
、
持
続
的
な
体
制
確
立

の
た
め
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活

動
法
人
）
格
の
取
得
を
目
指
し
、
現
状

把
握
と
課
題
抽
出
か
ら
ま
ち
の
活
性
化

に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

▲感謝状と盾を披露する奥村代表（右から２人目）

▲10月１日、街頭啓発で協力を呼びかけました

▲園部町本町の合羽家旅館で行われた設立総会

▲異業種が連携して京都新光悦村の活気づくりをスタート

広報なんたん10・11月号 広報なんたん10・11月号

新
光
悦
村
の
発
展
に
意
志
統
一

 

| 

京
都
新
光
悦
村
の
会
設
立
総
会 

|

　
10
月
５
日
、
新
産
業
拠
点
と
し
て
園

部
町
瓜
生
野
に
形
成
が
進
め
ら
れ
て
い

る
京
都
新
光
悦
村
で
、
立
地
企
業
ら
に

よ
る
交
流
組
織「
京
都
新
光
悦
村
の
会
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ル
ホ
発
條
工

業
株
式
会
社
の
竹
内
昌
宏
取
締
役
技
術

部
長
を
会
長
に
、
会
員
は
立
地
企
業
７

者
と
、
立
地
表
明
し
て
い
る
３
者
を
準

会
員
と
し
て
合
計
10
団
体
。
新
光
悦
村

の
活
気
づ
く
り
の
た
め
、
異
業
種
間
で

の
情
報
交
換
や
親
睦
交
流
を
目
的
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
10
月
31
日
に
は
「
南
丹

も
の
づ
く
り
の
祭
典
」
と
あ
わ
せ
た
村

開
き
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

と
ん
だ
に


